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２．事業の概要と成果 

 

（１）上位目標の達成度 上位目標「対象地域においてコミュニティの健康が向上する」を

達成させるために活動する、地域保健委員（CHC）25名と保健ボ

ランティア（CHV）68名を新しく育成し、既存の保健ボランティ

ア（CHV）80名の知識と技術の強化を行った。また対象 CHV全体

の 7割以上が日常的に家庭訪問や啓発活動を実践しており、地域

の保健指標も徐々に改善され、目標達成への基盤が整備されつつ

ある。 

（２）事業内容 

 

ケリチョ郡のケリチョ・イースト準郡（以下同様）（旧ケリチョ県）、

ケリチョ・ウエスト準郡（旧ベルグット県）において、コミュニテ

ィを中心としたヘルスケア・システムが機能することを目指すもの

である。 

2年次に行った活動は以下のとおり。 

【略称】 

CU： Community Unit 

CHC: Community Health Committee（CHV を監督する地域保健委員) 

CHV: Community Health Volunteer（保健ボランティア） 

 CHA: Community Health Assistant （CHC,CHVを監督する保健省職

員、旧 CHEW) 

 

<事業内容> 

【活動①】ケリチョ・イースト準郡保健行政による CU立上げ支援。 

 ケニア国保健省の手引きに従い、同準郡保健行政による新 CU設立

のための住民への啓蒙活動、住民による CHC,CHV選出、選出された

CHC, CHV 育成研修（各 CUそれぞれ 1回）実施の後方支援を行った。  

・CHV/CHC選出のための住民代表者会議を実施（2-4月、9-10月）： 

   ケジリエット CU:7回、延べ 300名以上参加 

   カプソロック CU:10回以上、延べ 300名以上参加 

 ・新たに選出された CHC、および CHV の数 

   ケジリエット CU:CHC14名、CHV31 名 

   カプソロック CU:CHC11名、CHV37 名 

（人口と住宅密度により選出人数を決定したため、申請時目標数 

よりも少ない数字となっている。） 

・CHV育成研修でのプレ・ポスト レベルテストの結果の推移 

   ケジリエット CU：平均 11点→15 点（16点満点）（7月） 

   カプソロック CU：平均 10点→14 点（16点満点）(11月) 

 ・CHVから施設へのリファー数 

ケジリエット CU：65件（7月以降）  

カプソロック CU：11件 (11月以降) 

 ・アクション・デー（CHVによる健康啓発活動）実施回数： 

ケジリエット CU：33回以上（7月以降） 

カプソロック CH:1回（11月以降） 

・CHVによる、各 CU全世帯調査を 1回ずつ実施（8月、11月） 
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 ・現場の情報共有や課題解決を目的とした保健行政関係者会議を

12回実施。 

 

【活動②】ケリチョ・イースト準郡保健行政による CU運営支援。 

同準郡保健行政による、既存の CUと新 CU運営のため、月例会議

実施、保健情報収集、CHAによる通常の監督業務の自律的実施を目指

して後方支援を行った。また、地域のニーズに応じた必要な知識技

術習得のための保健省や外部関係者による研修の実施、保健省の活

動と CUの活動の連携を進め、住民による CHVへの評価の確立を目指

した。（以下は主に既存 CUを対象としている。） 

・外部ファシリテーターによる性と生殖に関する健康研修（既存

CU各 1回、3月）計 48名出席。 

・CHCや CHVに関する自身の役割やエボラ熱、コレラ等に関するア

ップデート研修（各 1回、3月）計 82名出席。 

・農業省と保健省共同の農業栄養学研修（各 1回、4月）計 79名

出席。 

・保健省や Friends of Londiani（アイルランド系 NGO）と HANDS

の共同による無煙釜作成研修（CU対象各 1回、9月、11月）計

69名出席。 

・CHVによる、各 CU全世帯調査を 2回実施（5月、12月）。 

・CHC, CHVによる既存 2CUの月例会議は、11～12回実施。 

・他郡 CUの活動から学ぶフィールド研修をキスムの Great Lake 大

学の協力により実施（2グループに分かれ各 1CU を訪問）60名

出席。 

 ・保健省による、世界マラリア・デー（5月）、全世帯への蚊帳配
布活動（6月）、世界母乳週間（8月）、ポリオキャンペーン（12
月）への CHVの参加。 

 

【活動③】新 CUが関わる地域診療所支援 

新 CUの医療面でのサービス提供および監督を担う地域診療所の運

営支援を、保健省、郡政府とともに共同で行った。 

・医療有資格者不在の 2診療所に、各 1名ずつ看護師を雇用し、

医療サービスの質とアクセスを改善し、CHVが妊産婦や患者をリ

ファーしやすい体制を整えた。 

・水タンク、および血圧計や体温計等の必要な医療資機材、郡保

健省に在庫の無かった薬品の提供を行った。 

・保健省からの基本的医療資機材やその後の薬剤支給、郡政府に

よる診療所運営支援の促進を行った結果、現在、水の定期的配

給、トイレや職員宿舎建設等インフラ面での改善が見られてい

る。 

・訪問患者数は、毎月約 100名～400名弱。 

 

【活動④】コミュニティヘルス戦略啓発活動 

 予防医療・地域保健への理解促進のための政府関係者や外部関係

者向けのコミュニティヘルス戦略の普及と実施促進を行い、とくに

郡議員への啓発会議では、活発な意見交換が行われ、議員の関心を
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惹起する契機となった。 

 ・2013/14年度郡予算化されていなかった予防医療・地域保健の翌

年度予算化をめざし、郡議員を対象に病院や診療所以外での活

動の重要性への理解を促す啓発会議を実施した。保健医療担当

議員 15名、保健大臣・保健省関係者 6名出席。 

 

【活動⑤】広報活動等を通じた関係者への啓発活動及び、CHC,CHV
の動機づけ 

式典や取材の機会に CHC、CHVの活動の意義についての情報発信を

積極的に行った。また関係者への理解を促し、CHVの存在意義を承認
することにより、無償で活動する CHVの自信や動機付けにつながっ
た。 
・5月の大統領夫人のｹﾘﾁｮ郡ご訪問に際し、当団体の活動の報告を行

うと同時に、CHC、CHVも式典へ参加した。 

・日本の主要新聞・雑誌記者による取材時に、CHVの活動視察の機会

を設けた。 

 

（３）達成された成果 

   

 

【成果 1】既存の CHVが自身の役割を遂行できる。 

CHVは、通常の活動である担当家庭への訪問や健康啓発活動の実施

に関する活動を行っていた。また、コレラ等伝染病発生の監視やヒ

トヒフバエの症状発見と通報など保健省との連携活動も活発に見ら

れた。 

・既存のカプレラッチ CUとカプタラムワ CUのレポート提出率は

それぞれ 7.6割、7.6割。（目標値：7割以上） 

・既存のカプレラッチ CUとカプタラムワ CUによるアクション・

デー（CHVによる健康啓発活動）の実施回数：それぞれ 15回、

19回。内容は、一般向けおよび障がい者向けトイレ普及と建設、

エボラ出血熱やコレラ予防啓発、学校保健、市場や水場の清掃

等。 

 

【成果 2】ケリチョ郡保健省から CUへのモニタリング体制と情報利

活用が改善される。 

既存 CU、新 CU共に、目標値を上回る活動を行い、保健省との連携

が強化された。準郡保健管理チーム及び郡保健管理チームによるモ

ニタリング参加はまだ十分とは言えないため、今後は保健省管理チ

ームの参加が求められる。 

 ・CHVから CHA、CHAから保健省へのレポート提出回数 11～12回（目

標値：4半期に 1回以上）。 

 ・保健省職員との会議：CHAとの会議 11回、合同調整会議 1回実

施（目標値：8回）。 

 

【成果 3】 既存の CUにおいてコミュニティが健康問題を理解し、

解決策を検討することができる。 

活発な CHC, CHVを中心に、地域の課題を共有し解決に取り組んでい

る。 

 ・地域の課題解決に向けた情報共有を行う CHVと関係者の会議を
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11～12回実施（目標値：4半期に 1 回以上）し、保健指標の推

移や課題の解決、伝染病発生の監視や予防、家庭内暴力に対す

る地域の対応例などを話し合った。 

 ・上記会議で話し合われる課題も含め、コミュニティにおけるア

クションプランを四半期毎に更新している。 

 

【成果 4】ケリチョ郡保健行政が新たな CUを立ち上げ運営する。 

新しく 2CUを立ち上げた際に、ケリチョ・イースト準郡保健行政

を中心に、新旧 CHA間における成功事例や教訓等の情報交換、

CHC,CHV研修時の新旧 CHAの組み合わせによるファシリテーション

実地研修等を通じ、技術面で保健行政による自律した CU運営体制

の強化を図った。また、他郡の CUへのフィールド研修、ミリアム・

ウェレ モイ大学学長によるケリチョ郡訪問等を通して、ケリチョ

郡保健省への活動理解促進を行った。その結果、保健省職員のコミ

ュニティヘルス戦略への理解と関心が深まり、キャンペーンや啓発

活動などの保健省の活動へのより積極的な CHVの参加依頼や、保健

省職員による関係者への CHV普及に対する協力的姿勢が見られるよ

うになった。 

 

（４）持続発展性 ケリチョ郡保健省による設立した CUの監督運営体制に関して、 

行政区の変更に伴い、これまで 2準郡に分かれていた 1－3次の事業

地がシゴウェット・ソイン準郡の担当下に置かれ、コミュニティヘ

ルス戦略の意義をよく理解する人材が固まったため、情報伝達や管

理体制が当初よりも簡素化され、円滑となり、目的としていた同戦

略モデル地区に近い形となりつつある。また、準郡を監督する郡保

健管理チームへの本事業への理解も深まったことで、準郡の活動の

活性化が今後一層期待できる体制となった。 

2014/15 年度には地方分権化の流れの中で予算化されていなかった。

予防医療や地域保健に関する予算が、2015/16年度予算に計上され

た。これは、本プロジェクトが実施した、郡議員への啓発会議のイ

ンパクトもあったものと考えられる。 

郡レベルの保健管理チームの理解も深まりつつあり、準郡におけ

る CU活動の活性化が今後一層期待できる。 

また、収入創出研修を受けた CHVグループが、自分たちで可能な

収入創出活動を続けている。このような自発的な保健活動が地域に

密着した形で持続的な活動を行っている。 




